
  

  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）当社は、平成22年３月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成22年３月期第１四半
期及び平成23年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率の記載をしておりません。 

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  968  －  62  －  65  －  38  －

22年３月期第１四半期  －  －  －  －  －  －  －  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  31  62  30  63

22年３月期第１四半期  －  －  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  2,422  1,621  66.9  1,260  27

22年３月期  2,234  1,384  61.9  1,147  33

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,621百万円 22年３月期 1,384百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期        －  0 00      － 0 00  0  00

23年３月期        －

23年３月期（予想）  0 00      － 0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,910  －  185  －  202  －  119  －  95  30

通期  3,901  4.0  414  14.0  447  12.9  263  12.5  207  53



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

   この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等ついては、四半期決算短信（添付資料）３ぺージ

「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 1,286,360株 22年３月期 1,206,360株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 50株 22年３月期 50株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 1,213,343株 22年３月期１Ｑ 11,276.5株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間における我が国経済は、緩やかな回復基調を示しているものの、国内では雇用悪化や所得

低迷の長期化、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念等、景気の下押しリスクも依然として存在していました。

内閣府発表の「月例経済報告（平成22年６月）」では、「景気は、着実に持ち直してきており、自立的回復への

基盤が整いつつあるが、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にある」とされております。 

当社を取り巻く事業環境といたしまして、端末面で従前より流通していたアマゾン社等の電子書籍専用端末に加

えて、アップル社から電子書籍閲覧機能を持つタブレット端末が発表されました。これら端末の発表によって電子

書籍が報道で取り上げられる機会も増えております。 

なお、総務省の発表によると、平成21年末のインターネットの利用者数は9,408万人で対前年比3.5％増と推定

（「平成22年版情報通信白書」より）されており、僅かながら増加しております。 

また、携帯電話の国内利用状況は、平成21年６月末現在では契約数が1億848万件であったのに対して、平成22年

６月末現在で1億1,371万件と僅かに増加傾向にあります（社団法人電気通信事業者協会調べ）。 

このような環境の中で当社では、ユーザーに対するサービスの改良、集客力の高いプロモーションの検討及びコ

ンテンツの拡充に力を注ぎました。 

この結果、当第１四半期累計期間の経営成績は売上高は968百万円、営業利益は62百万円、経常利益は65百万

円、四半期純利益は38百万円となりました。 

当社の事業は電子書籍事業のみで展開しており、所在地も単一のため報告セグメントは存在しておりません。以

下、事業の業績を示すと次のとおりであります。 

＜電子書籍事業＞ 

① 本店による電子書籍販売 

当第１四半期累計期間においても、引き続き３Ｐ（プロモーション・プレイス・プロダクト）による販売拡大を

図りました。なお、プロモーション戦略とは広告やポイント付与等を用いた集客施策を指し、プレイス戦略とはサ

イト改良やサイトを利用するうえでのサービス内容検討等によるユーザー利便性の向上施策を指し、プロダクト戦

略とは掲載冊数拡充などのコンテンツ施策を指します。 

プロモーション戦略としては、効果の高い広告の選定等、購買に結びつく集客に注力しました。また、携帯電話

公式サイトにおいて前事業年度から、キャンペーンによるポイント付与施策を継続的に行っております。 

プレイス戦略としては、「電子貸本Renta!」のサービスにおいて、ユーザーニーズを掘り起こすためにレンタル

期間を従来の48時間に加えて、１年間と設定していたものを無期限に延長しました。また、アップル社の発表した

タブレット端末に対応しております。 

プロダクト戦略としては、コミック、小説・ノンフィクション、ビジネス書、趣味実用書等、幅広いジャンルの

書籍を入荷しました。なお、平成22年６月末現在における掲載冊数の合計は187,915冊（コミック22,532冊、小

説・ノンフィクション26,048冊、写真集21,689冊、その他117,646冊）となっており、当第１四半期累計期間にお

ける販売冊数の合計は2,292,584冊（コミック1,623,948冊、小説・ノンフィクション529,217冊、写真集67,212

冊、その他72,207冊）となりました。 

この結果、当第１四半期累計期間における本店による電子書籍販売の売上高は947百万円となりました。 

② 提携店を通じた電子書籍販売 

ＰＣ・携帯電話向け「eBookBank」電子書籍販売支援システムを用いて、新規提携店の開拓を継続して実施しま

したが、競争激化により各店舗の売上は伸び悩んでおります。 

この結果、当第１四半期累計期間における提携店を通じた電子書籍販売の売上高は20百万円となりました。 

③ その他 

「eBookBank」電子書籍販売支援システムの利用料による開発売上、電子書籍の制作による図書制作売上を計上

しております。 

この結果、当第１四半期累計期間におけるその他の売上高は941千円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産の部の分析） 

流動資産は、前事業年度末と比べて190百万円（9.0％）増加し、2,312百万円となりました。 

主な内容として、新規株式上場時の公募増資等により現金及び預金が152百万円増加、売上高増加に伴って売掛

金が45百万円増加しております。 

固定資産は、前事業年度末と比べて１百万円（1.6％）減少し、109百万円となりました。なお、当第１四半期累

計期間において、重要な設備の新設および除却は発生しておりません。 

この結果、資産合計は、前事業年度末に比べて、8.4％増加し、2,422百万円となりました。 

（負債の部の分析） 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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流動負債は、前事業年度末と比べて、48百万円（5.7％）減少し、801百万円となりました。 

主な増減内容として、買掛金が20百万円増加し、広告宣伝費の発生金額の増加等により未払金が22百万円増加し

ております。また未払法人税等は89百万円減少しております。 

固定負債は、大きな増減はありませんでした。 

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて、5.7％減少し、801百万円となりました。 

（純資産の部の分析） 

純資産合計は、前事業年度末と比べて、237百万円（17.1％）増加し、1,621百万円となりました。 

主な内容として、新規株式上場時の公募増資により資本金と資本剰余金がそれぞれ99百万円増加したこと、加え

て利益剰余金が38百万円増加したことなどによります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は前事業年度末より152百

万円増加となり、1,202百万円となりました。当第１四半期累計期間に係る区分ごとのキャッシュフローの状況は

次のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期累計期間における営業活動においては、主な資金増加要因として税引前四半期純利益の獲得額63百

万円、仕入債務の増加額20百万円、未払金の増加額19百万円がありました。これに対して主な資金減少要因として

は売上債権の増加額45百万円、法人税等の支払額105百万円が発生しております。この結果、使用した資金は44百

万円となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期累計期間においては、重要な投資活動は行われておりません。 

なお、使用した資金は１百万円となっております。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期累計期間における財務活動においては、主な資金増加要因として株式の発行による収入198百万円

の発生があり、この結果、獲得した資金は198百万円となりました。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の業績予想につきましては、現在のところ概ね計画通り推移しており、売上高は3,901百万円、

営業利益は414百万円、経常利益は447百万円、当期純利益は263百万円を予想しております。 

また上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくため、実際の業績は今後様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  固定資産の減価償却の算定方法  

   定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

  ております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

 及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

 しております。 

  これにより、営業利益、経常利益は160千円、税引前四半期純利益は1,981千円減少しております。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,435,396 1,282,469

売掛金 775,064 729,681

有価証券 26,864 26,859

コンテンツ資産 2,289 2,259

その他 78,434 86,570

貸倒引当金 △5,122 △5,021

流動資産合計 2,312,927 2,122,819

固定資産   

有形固定資産 10,919 11,393

無形固定資産 2,829 3,271

投資その他の資産 96,099 97,013

固定資産合計 109,848 111,678

資産合計 2,422,775 2,234,497

負債の部   

流動負債   

買掛金 414,177 393,504

未払金 205,629 182,870

未払法人税等 19,334 108,522

賞与引当金 6,425 11,473

その他 156,107 154,092

流動負債合計 801,673 850,462

負債合計 801,673 850,462

純資産の部   

株主資本   

資本金 411,087 311,727

資本剰余金 186,014 86,654

利益剰余金 1,024,093 985,730

自己株式 △110 △110

株主資本合計 1,621,085 1,384,002

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 16 32

評価・換算差額等合計 16 32

純資産合計 1,621,102 1,384,035

負債純資産合計 2,422,775 2,234,497
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 968,901

売上原価 434,174

売上総利益 534,727

販売費及び一般管理費  

広告宣伝費 222,347

代金回収手数料 118,896

貸倒引当金繰入額 1,867

賞与引当金繰入額 3,470

その他 125,442

販売費及び一般管理費合計 472,024

営業利益 62,703

営業外収益  

受取利息 42

退会者未使用課金収益 6,878

その他 14

営業外収益合計 6,935

営業外費用  

為替差損 20

株式交付費 4,130

営業外費用合計 4,151

経常利益 65,487

特別損失  

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,821

特別損失合計 1,821

税引前四半期純利益 63,666

法人税、住民税及び事業税 18,535

法人税等調整額 6,767

法人税等合計 25,303

四半期純利益 38,362
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 63,666

減価償却費 1,155

貸倒引当金の増減額（△は減少） 100

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,048

受取利息及び受取配当金 △42

株式交付費 4,130

売上債権の増減額（△は増加） △45,383

たな卸資産の増減額（△は増加） △29

仕入債務の増減額（△は減少） 20,672

未払金の増減額（△は減少） 19,558

その他 2,364

小計 61,146

利息及び配当金の受取額 42

法人税等の支払額 △105,625

営業活動によるキャッシュ・フロー △44,436

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △300

有形固定資産の取得による支出 △1,024

投資有価証券の取得による支出 △27

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,352

財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 198,421

財務活動によるキャッシュ・フロー 198,421

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 152,632

現金及び現金同等物の期首残高 1,049,990

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,202,622
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 該当事項はありません。  

  

  

 当社は、平成22年６月23日に大阪証券取引所JASDAQ市場に上場し、上場にあたり、平成22年６月22日に公募増資

による払込を受けました。この結果、当第１四半期会計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ99,360千円

増加し、当第１四半期会計期間末において、資本金が411,087千円及び資本準備金が186,014千円となっておりま

す。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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